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税務大学校公開講座



講座の概要（最近のトピック）

●令和5年10月1日改正について
・ビール系アルコール飲料等の酒税率改正
・発泡酒の範囲の変更
●地ビール・クラフトビールについて
・法定製造数量の緩和
・ビールの定義の改正
＊参考 租税特別措置法の改正

税制改正

●「伝統的酒造り」のユネスコ無形文化遺産登
録へ向けた取組
●その他の取組
・日本産酒類の輸出促進
・地理的表示（GI）
・熟成酒（日本酒） 等

産業振興

●国税庁の使命と任務 ●酒類行政の執行体制



令和5年10月1日改正について
・ビール系アルコール飲料等の酒税率改正
・発泡酒の範囲の変更

日本酒の日

出典：日本酒造組合中央会HP



ビール

発泡酒
（麦芽比率25％未満）

新ジャンル

220,000円/kl
（77.00円/350ml換算）

200,000円/kl
（70.00円/350ml換算）

181,000円/kl
（63.35円/350ml換算）

134,250円」/kl
（46.99円/350ml換算）

80,000円/kl
（28.00円/350ml換算）

108,000円/kl
（37.80円/350ml換算）

155,000円/kl
（54.25円/350ml換算）

令和２年10月 令和５年10月 令和８年10月

140，000円/kl
（100.80円/720ml換算）

120,000円/kl
（86.40円/720ml換算）

100,000円/kl
（72,00円/720ml換算）

120，000kl
（86.40円/720ml換算）

80,000/kl
（57.60円/720ml換算）

110,000/kl
（79.20円/720ml換算）

果実酒

その他の醸造酒

90,0000円/kl
（64,80円/720ml換算）

清酒
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泡
性
酒
類

醸
造
酒
類
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酒
税
の
引
上
げ
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下
げ
額

（注）＊の酒類は、「その他の発泡性酒類」に該当するものを除きます。



350㎖1缶当たりの酒税額

～令和2年9月 令和2年10月 令和5年10月 令和8年10月

ビール 77円 70円 63.35円 54.25円

発泡酒
（麦芽比率25%以上50%未満）

62.34円 58.49円 54.25円 54.25円

発泡酒
（麦芽比率25%未満）

46.99円 46.99円 46.99円 54.25円

新ジャンル 28円 37.8円



今年10月1日改正のもう一つのポイント

発泡酒の範囲に次の二つが加わりました。

①麦芽又は麦を原料に使用し
ない発泡性を有する酒類のう
ち、その原料の一部にホップを
使用しているもの

②麦芽、麦及びホップを原料に使用しな
い発泡性を有する酒類のうち、香味、色
沢等の性状がビールに類似するものとし
て、吸光光度分析法によって測定した数
値を基礎として算出したビールの特徴で
ある苦味価の値と色度の値がそれぞれ
一定の数値以上のもの



アルコール分20度未満・発泡性有り

麦芽又は麦を原料の一部とした酒類

＝発泡酒

麦芽又は麦を原料の一部としたアルコール
含有物を蒸留したものを原料としたもの＝
その他の醸造酒、リキュール等

発泡酒（政令で定めるもの※）にスピリッツ
（政令で定めるもの）を加えたもの（エキス分2
度以上のもの）＝リキュール

糖類、ホップ、水及び政令で定める物品を原
料として発酵させたもの（エキス分2度以上）
＝その他の醸造酒新

ジ
ャ
ン
ル

（
2
種
類
）

アルコール分20度未満・発泡性有り

①麦芽又は麦を原料の一部とした酒類

麦芽又は麦を原料の一部と
したアルコール含有物を蒸
留したものを原料としたもの
＝その他の醸造酒、リ
キュール等

①＋②＋③

＝発泡酒

②ホップ又は財務省令で定める苦味料を
原料の一部としたもの

③香味、色沢その他の性状がビールに類
似するものとして政令で定めるもの

※麦芽及びホップを原料の一部として発酵させたもの（麦芽比率50％未満）

ポ
イ
ン
ト
2

Ｒ5.9.30迄 Ｒ5.10.1以降

ポ
イ
ン
ト
1



ビールに類似するもの
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色度4以上・苦味価5以上
↓

同一の酒類（発泡酒）として補足
↓

税率が統一

色
度

苦味価



地ビール・クラフトビールについて



（参考）全国地ビール醸造者協議会（JBA）の「クラフトビール」（地ビール）の定義
1．酒税法改正（1994年４月）以前から造られている大資本の大量生産のビール
からは独立したビール造りを行っている。
2．1回の仕込単位（麦汁の製造量）が20キロリットル以下の小規模な仕込みで行
い、ブルワー（醸造者）が目の届く製造を行っている。
3．伝統的な製法で製造しているか、あるいは地域の特産品などを原料とした個
性あふれるビールを製造している。そして地域に根付いている。

地
ビ
ー
ル
・ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
は
？

●酒税法上、定義無し（酒税法上の用語ではない）
（参考）
国税庁作成「酒のしおり（R5・47頁）」に「地ビール製造

免許場（者）数の推移」が記載
→対象は、「平成6年4月1日以降にビールの製造免許を
取得した製造場（者）で、大手ビールメーカー（5社）及び試
験製造免許にかかる製造場（者）を除いたもの」
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地ビール製造免許場（者）数の推移

製造場数 製造業者数

※酒のしおり（令和5年6月・国税庁）P47の表をグラフ化



※写真はイメージです。

2，000㎘ 60㎘
酒類の製造を行おうとする者は、事前に所轄税務署長の許可（品目ごとに免許）が必要

免許取得には、免許要件を満たす必要⇒法定製造数量など

＜きっかけ1＞ 法定製造数量の緩和

（趣旨）

酒類の製造数量に最低の限度がない場合には、弱小の酒類製造者が濫立し限度を

超えた販売競争によって 業界の安定を欠き、ひいては酒税の保全に支障をきたす。

また、酒税の取締りに多くの労力やコストがかかる。

H6緩和



品 目 法定製造数量
兼造の場合の最低製造数量

不適用品目
兼造の場合の製造数量の通算

清 酒 60kl
単式蒸留焼酎、みりん、リ
キュール

清酒と合成清酒を兼造する場合
は、
合計して60kl合 成 清 酒 60kl

連続式蒸留焼
酎

60kl みりん、リキュール 連続式蒸留焼酎と単式蒸留焼
酎を
兼造する場合は、合計して60kl単式蒸留焼酎 10kl みりん、リキュール

ビ ー ル 60kl

果 実 酒 6kl ブランデー 果実酒と甘味果実酒を兼造する
場合は、
合計して６kl甘 味 果 実 酒 6kl ブランデー

ウ イ ス キ ー 6kl リキュール ウイスキーとブランデーを兼造す
る場合は、合計して６klブ ラ ン デ ー 6kl リキュール

発 泡 酒 6kl ―

その他の醸造酒 6kl ―

リ キ ュ ー ル 6kl ―

法
定
製
造
数
量
（主
な
品
目
）



（参
考
）特
区
制
度

構造改革特別区域：地方自治体が計画を策定した地域において、
規制の特例措置が適用

（特区内）法定製造数量を適用しない

酒：どぶろく特区、ワイン特区等



H30.3.31迄

必須原料（麦芽、ホップ、水）

麦芽比率67％以上
副原料

必須原料（麦芽、ホップ、水）

麦芽比率50％以上
副原料

新しい副原料

H30.4.1以降

＜きっかけ2＞ビールの定義の改正



ビ
ー
ル
の
副
原
料
の

範
囲
の
拡
大

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
へ
の
関

心
の
高
ま
り

小
規
模
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

地
域
の
特
産
品
を
副
原
料

に
し
た
発
泡
酒
の
製
造

副
原
料
に
果
実
等
を

使
用
し
た
海
外
ビ
ー

ル
の
消
費
量
増
加

使用する副原料

米、麦、と
うもろこし
等に限定

左記以外
（果実、香
味料等）

◎ビール
×ビール
⇒発泡酒

＜ビールの定義の改正＞



新たに拡大された副原料（例）
（香り又は味をつけるために使用するもの）

果物 かぼちゃ、野菜

花

ごま、そば

お茶、コーヒー、ココア こんぶ、わかめ、かき



（参考）米、麦等の副原料は何のために使うのか？

○日持ちの良い安定したビールができる（賞味
期限が延びる）

○副原料が多いほど、香味はスッキリした軽い
味わいになる

○泡立ちの向上



租
税
特
別
措
置
法

小
規
模
酒
類
業
者
に
対

す
る
酒
税
の
軽
減
措
置

①清酒等に係る酒税の
税率の特例

（いわゆる中小特例）

②ビールに係る酒税の
税率の特例

（いわゆる地ビール特例）

震
災
特
例
法

被災酒類製造者に対する清酒等の特例

Ｒ5.3.31廃止（経過措置有り）

承
認
酒
類
製
造
者
に
対
す
る
酒
税
の

税
率
の
特
例

租
税
特
別
措
置
法

Ｒ5.4.1新設

一
定
の
役
割
が
終
了

→

中
小
企
業
支
援
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

（参考）租税特別措置法の改正
（酒税の税率の特例（軽減措置）の廃止・新設）



「伝統的酒造り」のユネスコ無形文化遺
産登録へ向けた取組



令和元
（2019）

2
（2020）

3
（2021）

4
（2022）

5
（2023）

6
（2024）

7
（2025）

令
和
２
年
７
月

成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（閣
議
決
定
）

日
本
酒
等
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
視
野
に
調
査

を
２
０
２
０
年
度
中
に
開
始
す
る
。

令
和
３
年
１
２
月

「伝
統
的
酒
造
り
」無
形
文
化
財
登
録

令
和
４
年
３
月

ユ
ネ
ス
コ
提
案

令
和
５
年
３
月

ユ
ネ
ス
コ
再
提
案

令
和
６
年
冬

政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
審
議
・登
録
見
込

令
和
４
年
７
月

審
査
見
送
り

令
和
元
年
１
２
月

⽇
本
酒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
関
す

る
検
討
会※

中
間
と
り
ま
と
め

ユ
ネ
ス
コ
無
形
⽂
化
遺
産
へ
の
登
録
【
⽂
化
庁
、
国
税
庁
】

「稼
ぐ
⽂
化
」の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
⽇
本
酒
等
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
⽂

化
遺
産
へ
の
登
録
に
向
け
、
検
討
を
開
始
す
る
。

※⽇本酒の輸出拡⼤やブランディング推進などの検討を⾏う国税庁の有識者会議

伝統的酒造りのユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組状況



文化財

有形文化財 重要文化財

登録有形文化財

重要無形文化財

国宝13,377 1,132

13,654

100

登録無形文化財 4

わざの保持者は、
「人間国宝」と呼
ばれている
（102名）

無形文化財

文化財の体系図
（件数は令和５年３月末現在）

種類・分類 第一号 登録年度

有形文化財
・建造物
・絵画
・彫刻
・工芸品
・古文書
・考古資料 等

重要文化財 中尊寺金色堂 明治30年（1897年）

登録有形文化財 東京大学安田講堂
平成８年
（1996年）

無形文化財
・演劇
・音楽
・工芸技術 等

重要無形文化財 歌舞伎舞踊
昭和30年
（1955年）

登録無形文化財 書道・伝統的酒造り
令和３年
（2021年）
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〔 名 称 〕

〔 分 類 〕

〔適用登録基準〕

登録無形文化財「伝統的酒造り」の登録について

〔概要〕

• 伝統的酒造りとは、酒生産の根幹の過程において、伝統
的に培われてきた判断方法と手作業を駆使することで、
吟醸酒等を作り出すわざのこと。

• 奈良時代にカビを用いた製法の存在が確認でき、室町時
代に我が国独自のわざの原型が成立し、江戸時代に洗
練され（寒造り・三段仕込み等）、昭和中期に完成さ
れた。

• 酒造りでは巧緻なわざを用いることで、味や香り等に関す
る多様な表現が可能となっている。

日本の伝統的なこうじ菌を使った酒造り技術の保存会
（令和３年４月設立）

会長 小西 新右衛門

東京都港区

登録無形文化財に登録される生活文化を体得し、かつ、これに
精通している者が主たる構成員となっている団体。

酒造りのわざの保存及び伝承等を図る目的で設立された団体。

水分調整

無形文化財の登録について（食文化） 令和３年12月２日告示

保持団体の認定について

もろみ管理

こうじ造り

〔 保 持 団 体 の 名称 〕

〔 代 表 者 〕

〔 事 務 所 の 所 在地 〕

〔保持団体の登録基準〕

〔 概 要 〕

伝統的酒造り

生活文化

（二）生活文化に係る歴史上の意義を有するもの



登録無形文化財「伝統的酒造り」の登録要件
〔登録の要件〕

一 原料を酒造りに適した状態に前処理すること。

１ こうじにする原料の状態を見極め、手作業により

水分調整すること。

２ 蒸きょうを行うこと。

二 酒造りに適したバラこうじをつくること。

１ こうじにする原料は、米又は麦とすること。

２ こうじ菌は伝統的なアスペルギルス属の菌を用いること。

３ 木蓋、木箱又はこれに準じた機能を有する器具を用いること。

４ こうじ菌の生育状態を見極め、手作業により製麴管理すること。

三 もろみを発酵させ、目的の酒質にすること。

１ 発酵はこうじを用いた並行複発酵によること。

２ 水以外の物品を添加しないこと。

３ もろみの状態を見極め、手作業により発酵管理すること。

参考：餅こうじ



出典：農林水産省HP
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酒類に関するユネスコ無形文化遺産について

ベルギーのビール文化古代ジョージアの
伝統的ワイン製法クヴェヴリ

アイラグ（馬乳酒）製造の
伝統技術と関連習慣（モンゴル）

提案中 伝統的酒造りライトラムマスターの知識
（キューバ）

プラムスピリッツの調製と使用に関す
る社会的習慣及び知識（セルビア）

2013 2016 2019

2022 2024 ?2022



ユネスコ無形文化遺産 提案内容 概要

本要素の最大の特徴は、原料中のデンプンを糖に変えるこうじ
菌を使う事である。造り手は米・麦などの穀物を蒸した後、こう
じ菌の胞子を撒き、五感をも駆使しながら、温度や湿度を調整す
ることでこうじを作り、それが酒質を決定する。

こうじ菌を使った技能は地域ごとの自然の特徴や気候を反映す
る形で発展を遂げ、日本酒、焼酎・泡盛、みりんなどの様々な種
類の酒が生み出された。



日本酒の製造行程
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米こうじ
米こうじとは、米に麹菌を生やしたもの
麹菌がつくった酵素の働きで米を溶かしてでん粉をブドウ糖に変えて
酵母が食べられるようにする役割を持っている

黄麹菌

麹菌の胞子 約30度に暖房した麹室で
麹菌の胞子をつける様子

床もみをする様子

製麹工程

我が国独自の「わざ」



提案内容② 社会的な機能と意味

担い手達は、原料を提供する農家を
はじめとする地元住民の支援を受けな
がら、酒造りを行っている。

年の初めに新酒が出来た時に杉の葉で
造られた球状の飾りを酒造場の外に吊り
下げ、地元住民に新酒が呑めることを知
らせる。本要素は人々を結び付け、社会
的結束の基礎を構築している。



提案内容③ 文化的な機能と意味

酒造り過程において、神々の助力を祈願する清めの儀式が行
われるほか、神々からの神聖な贈り物とみなされている酒は祭
り、結婚式、通過儀礼その他の日本の社会的文化的な行事に欠
かせないものとなっている。
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○ 岸田総理大臣施政方針演説（令和４年１月17日第208回通常国会）
「日本酒、焼酎、泡盛など文化資源のユネスコへの登録を目指すなど、日本の魅力を世界に発信していきます。」

（参考）政府方針等

○ 一般消費者向けのシンポジウムを全国で開催

各種イベントにおけるPR パンフレットの作成

「伝統的酒造り」シンポジウム 保持団体の活動

○ 「文化庁芸術祭」や「UNWTOガストロノミーツーリズム世界フォ
ーラム（奈良）」等において、日本の伝統的な酒造りをPR

○ 「伝統的酒造り」を紹介するリーフレットを多言語で作成

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組



日本産酒類の輸出促進に関する取組



海外の地理的表示
としては、

ボルドーワイン、
スコッチウイスキー
などが有名

日本の地理的表
示としては、

夕張メロン、神戸
ビーフなど

GI（地理的表示）

（令和５年9月末現在）



Ｇ
Ｉ
山
梨

東
京
国
税
局
主
催
「GI

山
梨
（清
酒
）プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
（令
和
4
・
3
・
28
～
）



Ｇ
Ｉ
壱
岐
、
球
磨
、
薩
摩
・
琉
球

●
熊
本
・福
岡
国
税
局
、
沖
縄
国
税
事
務
所
主
催
「wh

at’s
G
I

本

格
焼
酎
・泡
盛
っ
て
何
？
？
～
」



熟成酒（日本酒）

出典：熟成酒シンポジウム（令和5年4月28日開催）資料（酒類総合研究所）



熟成酒シンポジウム
（令和5年4月28日開催）

国税庁では、日本酒の付加価値
向上の取組支援の一環として、近
年、注目が高まりつつある「熟成
酒」について専門家の方々がその
魅力を語るシンポジウムを令和５
年４月28日（金）に開催。

当日の模様を、国税庁動画チャン
ネルに掲載。



貯蔵期間 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目～

年数経過＝高付加価値化
↓

（現状）市場が確立

年数経過＝？？？？
↓

（現状）市場が未確立

市場の成長
が期待



（参考）国税庁（国税局）の取組例
＜ホームページ＞



国税庁の任務

国税庁の任務と使命（財務省設置法）
国税庁の使命 納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する

○

酒
類
業
の
健
全
な
発
達

①

酒
類
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る

と
と
も
に
醸
造
技
術
の
研
究
・開
発

や
酒
類
の
品
質
・安
全
性
の
確
保
を

図
る

②

酒
類
に
係
る
資
源
の
有
効
な
利
用
の

確
保
を
図
る

○

税
理
士
業
務
の
適
正
な
運
営

の
確
保

○

内
国
税
の
適
正
か
つ
公
平
な
賦
課

及
び
徴
収
の
実
現

①

納
税
環
境
の
整
備

②

適
正
・
公
平
な
税
務
行
政
の
推
進



国税庁の取組（全体イメージ）

海外市場の
開拓（輸出促進）

商品の差別
化・高付加
価値化

公正な取
引環境の
整備

資源リサイ
クル等推進

国税庁：酒類業界・関係省庁とともに
様々な取組みを実施

免許
事務

中小企業
支援

20歳未満の者
の飲酒防止策

アルコール健
康障害対策
等の推進

品質・安全
性の確保



酒類行政事務の執行体制

国税庁
課税部酒税課
酒類業振興・輸出促進室
（R2.7月新設）
鑑定企画官

国税局
課税（第二）部酒税課
酒類業調整官
統括国税調査官（酒税
調査担当）、鑑定官室

税務署
酒類指導官
法人課税（第１）部門

酒類業調整官 酒類指導官 対象署

千葉東派遣

千葉東
千葉南、千葉西、館山、
木更津、茂原

松戸 市川、船橋、柏

成田 銚子、佐原、東金

東京国税局
千葉県の例



酒類業調整官
（千葉東税務署派遣）

⇕
千葉県酒造組合
千葉県卸酒販組合

千葉県小売酒販組合連合会
（千葉県酒類業懇話会）

千葉県の例

千葉県庁
千葉県警察本部

JETRO千葉
各市町村 等



（参
考
）千
葉
県
酒
類
業
組
合
の
取
組
等
紹
介

とりどりの美酒を楽しむ会IN千葉
（主催 千葉県酒類業懇話会・後援 東京国税局他）

千葉の地酒ショップ（千葉県酒造組合）

20歳未満飲酒防止・飲酒運転撲滅キャンペーン
（主催 千葉県酒類業懇話会・後援 東京国税局他）

協力（出典）：千葉県酒類業懇話会・千葉県酒造組合（HP等）



（
参
考
）
日
本
の
酒
情
報
館

出典：日本酒造組合中央会HP



ご視聴有り難うございました！！

（最後に）
アンケート入力のご協力をお願いします！
（最後に）
アンケート入力のご協力をお願いします！


